
 

宮本華子個展「在る家の日常」の開催 

 

 

 

 

◆日時 

 3月 13日(木)～4月 13(日) 9：00～17：00（月曜休館） 

 

◆場所 

 国登録有形文化財 小松楼まちづくり交流館 ２階 

 

◆内容 

 2023年、2024年に湖西市新居町にMAW（マイクロアートワーケーション）の活動で

滞在された現代アート作家の宮本華子さんが、若手作家の登竜門と言われている「VOCA展

2025」で VOCA賞を受賞されました。 

 今回、東京・上野の森美術館と同時期開催、同タイトル作品の展示を小松楼でも行います。

油彩画とその対となる絵画を基軸に、写真・映像・オブジェ等を用いて、小松楼の 2 階を

インスタレーション空間として表現します。 

 

ＶＯＣＡ展 

 平面美術の領域で国際的にも通用するような将来性のある 40歳以下の若い作家の支援を

目的に 1994年より開催している展示会。上野の森美術館で開催中。 

 

   

≪メディアの方へ≫     ≪発表種別≫ 

☐ 取材をお願いします。   ☐ 記者会見発表資料 

☐ 事前告知をお願いします。 ☐ 記者会見情報提供資料 

 情報提供をします。     随時 

≪問い合わせ先≫ 

所属名 文化観光課 

連絡先  053-576-1140 

担当者 鈴木 

湖西市 

 若手作家の登竜門と言われている「VOCA展 2025」で VOCA賞を受賞した宮本華子

さんの作品を小松楼にて展示します。 

 

令和 7年 3月 14日発表 

 

 

報道発表 


